
企業会計基準委員会 御中 

「企業会計基準公開草案第 68 号 「会計上の見積りの開示に関する会計基準（案）」 の公表」に関してコメント提出いたします。 

服部 隆 （ＣＭＡ、ＣＩＩＡ） 

◆質問 1（原則（開示目的）に照らして開示項目を判断するという本公開草案の基本的な考え方に関する質問

今後開発する基準についても同様に、この原則主義的な対応することが想定されますが、現時点で存在する他の基準と平仄が

とれないため、注記表全体の首尾一貫性が損なわれるおそれがあるのではないかと懸念いたします。 

全ての個別基準を書き換えることは困難であると思われますので、上位規定となる開示原則を別に定めて、原則主義的な方針

で開示項目を判断する旨などの基本的考え方を示す必要があるのではないでしょうか。 

◆質問 8（その他）

会計基準（案）第７項 「・・・なお、(1)及び(2)の事項について、会計上の見積りの開示以外の注記として財務諸表に記載している

場合には、見積りに関する注記を記載するにあたり、当該他の注記事項を参照することにより記載に代えることができる。・・・」 

について 

実際に注記する対象は、開示目的に照らすと重要なものに限定され、従来から注記していた項目が多いと想定されるため、この

なお書きを適用するケースが大半と考えられ、本基準策定する有用性は限定されるのではないかと思われます。 

開示有用性高める方策として、注記箇所を参照しやすいよう、注記表の目次の記載を要求することも考えられます。 

以 上 
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